
愛知教育大学教育実践総合センター紀要

第5号, pp. 113~121 (March, 2002)

「情報リテラシー」と発信型の国語科学習システム

-「話し合いゲーム」を生かした思考力・判断力の育成(中学2年生)一

佐 藤 洋 一(愛知教育大学 国語教育講座) 川 瀬 淳 子(宮市立今伊勢中学校教諭)

"The literacy of information" and the learning system for students to

express their own ideas actively in the Japanese language class.

― Developing the abilityof thought and judgment using the talking games (Second-year students in junior high Sch001)-

Yoichi SATO

(Department ofJapanese Languages, Aichi University of Education)

Junko KAWASE

(Imaise Junior High School, Ichinomiya)

要約 グローバルな情報社会の中で,現代は「情報」が広く・速く・大量に伝達(発信)されるところに一つの大きな特質がある。こうした高速で

膨大な「情報」世界は,子ども遠の生活の細部にも浸透し,事項や行動・生き方等の判断に関わる部分でもさまざまな影響を与えている。しか

し,こうしたメディアの高度な発達とは裏腹に,私達一人一人が考え判断し,理解するという思考と判断・認識に関わるスピードは依然として

変わらないということが重要である。とりわけ,学校教育全体の基礎学力と「生きる力丿育成の根幹に関わる国語科学習においては,このこと

の重要性は強調してもしすぎることはないと考えられる。

例えば,すらすらと教科書や新聞等の「情報」を音読できない子どもがそれ以上に速く,正確に黙読できないように,「話す・聞く」「読む」

「書く」といった言語教育の基礎基本について,全員にわかる楽しい「学習システムの開発」が必要不可欠である。特に「受信」のみで終わる

ことなく,論理的に個性的に「発信・交流」する過程で「受信」能力がより鍛えられ,豊かな「発信」と課題発見一解決の能力も育てられる。

本稿では,教科書・テレビ・写真・インターネット等のメディアをF情報理解・発信の一モデル」というF学び方」習得の概念からとらえ,

それらを「正確に(論理的に)」読み取り「豊かに(個性的に)」発信する戦略(情報リテラシー)を国語科の発信型リテラシー(学び方)とし

て位置づけ実践したものである。「情報」の理解から収集・選択判断・構成・発信評価・新たな課題の発見という一連の学習過程を,実践可能

な学習過程論として組織することで(5段階の学習過程),例えば「話す・聞く」と「読む」「書く」学習の関連が立体的に図られ,国語科固有

の役割が鮮明になり,他教科との関連・「総合的な学習の時間」への生かし方等の視野もより見やすくなる等,従来までの教科の壁を越えられ

ない読解・受け身・暗記中心の国語科学習を今日的な「生きる力」育成につながる学習として再構成することができると考える。

キーワード:情報リテラシー 発信型の国語科学習 話し合いゲーム 学習過程論

1 情報伝達の〈スピード〉と〈思考力・判断力〉

育成の課題―小学校高学年~中・高校生-

情報化社会の中で育つ子どもたちはマス・メデイア

やパソコンから関心のある情報を手に入れ,それらを

楽しみながら生活している。携帯電話やインターネッ

トを快適に使い,家に帰ってからの楽しみは遠く離れ

た地域や源外の友達からのメールを読むことという子

どもも何人かいる。

また各教科の学習で調べたいことがあれば図書館へ

向かうよりもまず家のコンピューターで情報を探す子

どもが多いようである。当然,話題も豊富で気のきい

た「おしゃべり」ができる子どもも少なくはない。

しかし,コンピューターの操作に慣れ情報量の多い

子ども達ではあるが,学校行事等の公的な場で自信を

持って自分の考えを述べられる子どもは少ない。「何

をどうやって話せばいいのか分からないから,真面目

に話をする場は著手」と敬遠する。またインターネッ

トで興味深い資料を手に入れても,それを提示しただ

けの考察や判断のないレポートしか書けない子どもも

多い。現代における「情報の収集・伝達のスピード」

は驚異的であるが,その情報を正確に理解する・必要

な情報を選んでまとめる・それをわかりやすく説明す

る力等は,国語科の重要な指導事項の1つとして,基

礎基本から段階的に楽しい学習として指導する必要が

あると思われる。

2 「伝え合う力」育成の実践的な課題

-論理的な「読む」「書く」能力との関連一

新学習指導要領「国語科」で強調された「伝え合う

力を高める」言語能力の重視により,「伝え合う力」

の育成は年間計画の中で工夫が行われてきた。

しかし実践は形骸化し,学校行事等の機会を生かす

だけであったり,「話す」「聞く」際の態度指導に終わ

っていることも多い。また「伝え合う力」の重視の陰

で「読むこと」「書くこと」の言語能力の育成,その

基礎基本の定着等が曖昧になっていることも実践上の

大きな課題である。

「伝え合う力」の育成においては,「話す・聞く」

学習を論理的で皆陛的な「読む・書く」学習を立体的

に関連させた基礎指導が不可欠である。考えを「伝え

合うj時には,何を問題とし(課題発見意識),どう

判断し(情報の選択・判断等),いかに皆既的な主張

を説得力を持って伝え学び合うか(情報発信の皆性と

交流・学び合い)が重要であるからである。

このような力を育成するためには,もちろん「読む

こと」「書くこと」も従来通りではなく,指導事項の

選択と焦点化や授業方法,その基礎基本の位置をとら

え直す必要がある。「読むこと」では文学・説明文教

材だけではなく,図鑑や資料,グラフ等を「書く」

「話す・聞く」も含めて「正確に(論理的に)」「豊か

に(個性的に)」読ませる必要があるし,「書くこと」

-113 -



佐藤,川瀬:「情報リテラシー」と発信型の国語科学習システム

の場合も生活作文中心ではなく,メモやノート・論理

的で個性的な報告(レポート)の他,目的や場面に応

じたプレゼンテーション(発表原稿・計画り固性化・

質疑応答)の方法の指導等が求められている。

「『伝え合う力』は音声言語の学習だからスピーチ

原稿等は書かせない方がよい」という意見も一部では

あるが,論理的で個性的な「書く」という“公的な認

識形式の学習段階"を位置づけていない「伝え合う」

学習は浅薄なものになる。「話す・聞く楽しさ」に慣

れさせる段階を除けば中学生が切実な問題を語ろうと

する時,メモや頭の中だけでの組み立てという「思考

の暗算」だけで全員が個性的に語ることはほぼ不可能

だからである。

3 「情報リテラシー能力」を育てる3つの視点

正確な受信を前提にした個性的な発信型の国語科学

習システムの授業方法論を具体的に考える時,「情報」

リテラシー(=学び方の戦略・方法論)の発想から教

材をとらえると学習のポイント(評価基準)が焦点化

でき,子ども遠の実態に即した指導を行うことができ

る。教科書・テレビ・写真・インターネット等のメデ

ィアを「情報理解・発信の一モデル」という「学び方」

習得の概念からとらえ,それらを「正確に(論理的に)」

読み取り「豊かに(個性的に)」発信する戦略(情報

リテラシー)を国語科の発信リテラシー(学び方・評

価方法論)として位置づけるのである。

「青報」の理解から収集・選択判断・構成・発信評

価・新たな課題の発見という一連の学習過程を,実践

可能な学習過程論として組織することで,国語科固有

の役割や他教科との関連・「総合的な学習の時間」へ

-

の生かし方等の視野が鮮明になる。従来までの読解・

受け身・暗記中心の国語科学習を今日的な「生きる力」

育成にっながる学習として再構成するために,本稿で

は下の表のような学習過程を構想した(注1)。

また「情報リテラシー能力」を育てる3つの視点は

次の通りである。

(「学び方・評価」のモデルの明確化

限られた時間数の中で「発信型の基礎基本と個性化

の方法」を指導するためには,目的に応じて教材や子

ども遠の報告・メディア等の「情報」を焦点化し,全

員に基礎基本を身にっけさせることを重視した段階的

な学習過程(学び方のステップ)が必要である。

圈「基本学習」からF発信・交流」へのステップが必

要

「基本学習」からいきなり「発信・交流学習」に展

開するのではなく,1つのステップとして情報発信の

立場からの「情報収集・判断・再構成」の学習(応

用・個性化学習の段階)を設定することが全員の子ど

も達に基礎基本の再確認と再構成,「発信」の立場か

らの主体的な情報収果・選択・判断・発信能力を教え

るという点で重要である。

(3)国語科固有の学習と他教科・総合的な学習への展望

国語科は思考と認識・発想等に関わる言語教育の基

礎基本を担う根幹の教科である。そのため,基礎学力

の保障と各ステップ毎の目標(学び方=言語能力)と

評価・支援が鮮明で「総合的な学習」に効果的にリン

クするような学習過程の構想をすることが,他教科や

「総合的な学習」を支え,結果として今日的な課題で

ある「生きる力」の育成にっながると考えられる。

生きる力を育てる5段階の学習課程(注1)

「基本学習」「応用・個性化学習」の重視で〈学び方=言語技術〉を育てるー
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「情報リテラシー」と発信型の国語科学習システム

ー 「話し合いゲーム」を生かした思考力・判断力の育成(中学2年生)一

中学2年生学習指導案

指導者 川瀬淳子

1 指導目標

(1)日常生活の中から自分らしい論題を見つけさせる。(問題の発見)

(2)「はじめ」「なか」「まとめ」の三段階の構成(論理的な「報告・レポート」の基本構成)で

それぞれの項目の記述の仕方等に気を付けて、自分の考えをわかりやすくまとめさせる。

(「情報」の収集●選択●判断●構成)

(3)考えのまとめ方の基本を踏まえ、自分の考えをより鮮明に伝えるために基本的構成のバリエー

ションを工夫させる。 (「情報」の構成と応用・伝達の個性化)

(4)自分や友達の「話し合いゲーム」における意見のまとめ方や意見文に対して内容・話し方・聞

き方の評価をさせる。 (「情報」活用の自己評価能力)

2 指導計画(10時間完了)

- 「話し合いゲームjを生かした論理的で個性的な表現力育成のための5段階学習過程-
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4 「情報リテラシー能力」を育てる授業実践例 こと」「聞くこと」の自己評価の方法を具体的に示

-「話し合いゲーム」の活動を〈理解・発信〉モ す。 (「情報」活用の自己評価能力)

デルとして活用する一

「話し合いゲーム」の学習活動(注2)は論題を決 5 指導の実際

め,2つの立場に分かれて意見をまとめ論じ合うとい (導入・基礎技術(「情報」の収集・基本学習へのス

うディベートの初歩的なものである。 テップ)

この活動の,それぞれの立場から意見をまとめる学 一魅力を感じる「季節」について考えをまとめる

習は「情報リテラシー」の発想から,「情報」の収 (第1,2時)一

果・選択,判断・構成とその方法を楽しい活動として 畑山博「春のいぶき」の学習の後,「どんな季節に

学ぶという「基本学習」として焦点化することができ 魅力を感じるか」について班で話し合わせ,魅力を感

る。この「基本学習」をもとにF‾情報」発信の基礎基 じる理由を3つ選ばせた。それらの3つの理由から,選

本と個性化,交流,評価学習へと展開し,「情報リテ んだ季節は「だれもが活動的になる季節である」等の

ラシー能力」を育てたい。特に,論理的で管吐的な表 ように,どんな季節であるかを判断させ,ワークシー

現力の育成を目指して前頁の資料1のような実践を構 トに記入させた上で発表させた(資料2)。この活動で

想した。指導の主なポイントは次の3点である。 は取り組みやすい課題の中で,主張や提案のための効

(ディベートの初歩である「話し合いゲーム」の活動 果的な「具体例」を絞って選択させることを目的に行

の中で「報告・レポート」の書き方につながる論理 った。

的で個性的な考えのまとめ方を具体的に指導する。 発表では,その季節にしか楽しめないスポーツや食

(「情報」の収集・選択・判断・構成) べ物,ファッション,風景等が魅力を感じる理由とし

(2)「話し合いゲーム」で身に付けた考えのまとめ方を て挙げられ,その上でそれぞれの季節に対して個性的

生かし,「意見文」(論理的で個性的な文章)を書か な判断が行われるため,非常に楽しい発表となった。

せる。(「情報」の構成と応用・伝達の個性化・メ また「理由についてもう少し詳しく説明してください」

夕評価能力(学び方の体得)) 「それは個人的な感覚ではないですか」等内容に対す

(3)内容のまとめ方・話し方・聞き方の観点を示した る質問や,「理由とまとめがつなかっていません。矛

「評価カード」を使用し,考えのまとめ方や「話す 盾しています」等,考えのまとめ方に対する意見が数

(資料2)季節に対する意見交流のためのワークシート

- 116



愛知教育大学教育実践総合センター紀要第5号

多く出され,活発な相互交流となった。

このように季節に対して楽しく話し合った後,意見

を発表し合ったステップ(話題を提示した後,いくつ

かの理由〈具体例〉を選び,それらについて判断する

過程)は論理的な「報告・レポート」の書き方につな

がる意見のまとめ方の基礎・基本であり,これまでに

学習した説明文や論説文も,そのような形を踏まえて

書かれていることを紹介した。

(2)基本学習(「情報」の選択・構成)

-「話し合いゲーム」のための準備

(第3,4時)一

季節に対する考えを発表した後,班で「給食か弁当

か」のような2つの立場に分かれて話し合う論題を決

め「話し合いゲーム」を行うことにした。

6人の班で論題を決めさせ,その後3人ずつに分かれ

てそれぞれの立場から考えをまとめさせた。考えのま

とめ方は季節に対する考えをまとめた方法と同じ手順

で,3つの理由(具体例)を選択させ,判断させるよ

うにした。また季節に対する考えの発表では,選ばれ

た3つの理由に対して数多くの質問が出され,判断を

支える具体例は詳しく説明した方がよいことを実感し

ている。そのため今回の活動では3つの理由について2

行程度の説明を加え,詳しく話すこととした。この活

動によりそれぞれの立場の意見はワークシート(資料

3)で支援し,3段階のレポート型でまとめられるよう

にした。

論題では「制服か私服か」「弁当か給食か」等,学

校生活に関することや,漫画やテレビのキャラクター

の持ち味,コンビニやハンバーガーショップの比較等,

子どもたちの生活経験や関心の反映された楽しく話し

合えるものが選ばれた。そのためどちらかの立場に立

って意見をまとめる際には,一人一人の生活経験から

意見を出し合うことができ,その子なりの視点や例の

選び方や説明の仕方等,個性を楽しく発見し合う機会

となった。

またこの活動では,3つの理由のうち,1つは本や雑

誌,インターネット等から調べた事や,インタビュ

ー・アンケート調査などの結果を入れることとし,自

分たちの考えだけでなく具体的な数値等,客観的な資

料を簡単に入れさせることにした。その際には<資料

の出典や調査対象等〉をはっきりさせることにし,

くどこのだれから・いつどんな文脈や背景から発信さ

れた情報を捏示しているのか〉を紹介させるようにし

た。「情報」の発信の立場によって内容や解釈が異な

るケースに出会う班もあり,「情報」が発信者の立場

や観点・背景から選択・再構成・加工されていること

を学ばせることができた。

発表し合う意見をまとめた後は,ゲームの反論に備

えて「予想される質問とそれに対する答え」「相手に

質問したいこと」「相手の主張を予想した反論」を考

えさせ,自分たちのまとめた意見の意義や佃性的な部

分を明確に意識しながら発表に臨ませるようにした。

(資料3)「話し合いゲーム」準備のためのワークシート
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(3)交流・評価学習1

(「情報」伝達と自己評価能力)

-「話し合いゲーム」(第5,6時)-

それぞれの立場から意見をまとめた後,ワークシー

ト(本稿では省略)で「話し合いのゲーム」の流れを

示し,楽しくゲームに取り組ませた。

今回の活動ではそれぞれの立場の意見が3段階のレ

ポート型でまとめられるようにし,“説得力のある意

見発表の大切ざに重点をおいたが,反論もそれぞれ

の立場の主張の個性を鮮明にしながら積極的に行うこ

とができ,聞き手にとっても楽しいものとなった。

また発表では「評価カード」(資料4)を用い,「話

し合いゲーム」の様子について内容・話し方・聞き方

の3つの観点から評価をさせた。

内容・話し方の観点は「話し合いゲーム」の準備に

あたり,ワークシートを用いてこれまでの学習過程で

身につけてきた観点である。これらの観点から評価し

たり意見を交流し合ったりすることにより,3段階レ

ポート型の意見のまとめ方・話し方・聞き方の基礎・

基本を無理なく意識することができ,それらを踏まえ

ながらゲームの判定をしたりすることができた。

(4)応用・個性化学習

(「情報」の構成・伝達の個性化)

-「話し合いゲーム」で身に付けた考えのまとめ

「話し合いゲーム」の後,ゲーム形式の学習経験か

ら身につけた3段階レポート型の意見のまとめ方を生

かして「意見文」(論理的で個性的な文章)を書かせ

ることにした。ここでは「はじめ」「なか」(2~3つの

具体例)「まとめ」の基本の形で下書きを書かせ,清

書の段階で「なか」「はじめ」「なか」「まとめ」や

「まとめ」「はじめ」「なか」「まとめ」等,構成のバリ

エーションを考えさせながら記述させた。「はじめ」

「なか」「まとめ」のそれぞれにおいて注意するとよい

点は,資料5のワークシートのように原稿の上段に示

し,大切な観点について自分で評価しながら書き進め

られるようにした。

自分の意見がより鮮明に伝わるよう「構成(内容の

組み立て)」のバリエーションを工夫し,絵や図写真

を取り入れながら楽しく取り組むことができた。子ど

も達が考えた文章構成のバリエーションは次の通りで

あるにの実態と意味についての詳細は省略)。

①「まとめ」「はじめ」「なか」「まとめ」

自分の結論を強調しそこから始める形 …49%

②「なか」「はじめ」「なか」「まとめ」

選んだ具体例を強調しそれから書き始める形

…31%

方を生かして「意見文」を書く

③「はじめ」「まとめ」「なか」「まとめ」

話題提示の後,結論を述べてから具体例を述べる形

…9%(第7~9時)一

(資料4)「話し合いゲーム評価カード」
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(資料5)「話し合いゲーム」準備のためのワークシート
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(資料6)「話し合いゲーム」準備のためのワークシート
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。
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④「はじめ」の工夫

「はじめ」「なか」「まとめ」の基本の形であっても,

アンケート調査の結果分析から始めたりすると読み

手を引きっけられることに気づき,話題提示を工夫

する形 …11%

子どもたちは主張を印象づけるために,具体例や判

断の部分の構成を自分なりに工夫し,「はじめ」「まと

め」「なか」「まとめ」等の構成も可能であることや,

「はじめ」「なか」「まとめ」の基本の形であっても,

アンケート調査の結果分析から始めたりすると読み手

を引きつけられること等に気づき,楽しみながら取り

組むことができたようである。

㈲評価・交流学習2

(「情報」活用の基本と応用の評価)

-意見文を読み合う(第10時)一

意見文を書き上げた後,班で「意見文評価カード」

(前頁の資料6)を用いながら読み合いをし,相互に評

価をさせた。「評価カード」では内容・書き方・読み

方について評価させ,一言ずつ感想も書かせて交流さ

せた。その後,班より代表者を選んで発表させ,その

意見文に対する感想もまとめさせた。代表者は写真や

絵,実物を効果的に使いながら自信を持って話すこと

ができ,聞き手からは「意見をわかりやすく伝える工

夫がよくできている」「選んだ話題も具体例も個性的

でその子らしい」等という評価を受けていた。

5 考察

-情報リテラシー・コミュニケーション能力-

本実践では,「情報リテラシー能力」を育てるとい

う観点から楽しい「話し合いゲーム」の学習活動を活

用し,「レポート」「報告」の書き方につながる論理的

で個性的な意見のまとめ方を焦点化して指導した。ま

たそれを生かして「意見文」の記述・発表(応用・個

性化学習)を行わせ,「情報」の「発信・交流」学習

を展開した。

実践の成果の要点を,以下4点にまとめる。

(1)「情報リテラシー」の発想から学習内容を焦点化し,

各学習過程の評価項目を明確にした「段階的な学習過

程(注1,資料1)」によって指導を行ったことにより,

「報告・レポート」の書き方につながる論理的で個性

的な意見のまとめ方を,全員に無理なく身につけさせ

ることができた。

(2)「学び方」を焦点化した「基本学習」で身につけた

「情報」の「収果・選択・判断・構成」の方法を生か

し,「応用・個性化学習」として「意見文」を書いた

ことにより,「基本学習」で学んだ基礎基本の再確認

と再構成をすることができた。

また,文章構成のバリエーション(基本から応用,

管性化へ)を考える段階でも基本を踏まえて,子ども

達は熱心に工夫をすることができ,個性的に説得力を

工夫して「発信」することができるようになった。

(3)考えのまとめ方や話し方・聞き方の観点という“情

報理解から収集・選択判断・構成発信"の評価基準,

コミュニケーション能力の〈学び方〉と生かし方をワ

ークシートで具体的に示して支援し,それらを踏まえ

て意見交流をさせた。このため,他教科等の活動にも

転移する「発信・交流」のための基本と応用の自己評

価能力を身につけさせることができた。

(4)意見を出し合ったり,「評価カード」を用いて「情

報」伝達の佃吐やその選択・判断の理解について話し

合う中で,自分や友達の個性がどの部分に現れている

のかという「情報リテラシー」とコミュニケーション

能力の基礎基本と個性化の方法について楽しく発見す

ることができた。

人前で話すことが苦手な子どもが多いのが現状であ

るが,今回の実践を通して論理的で個性的な意見のま

とめ方がわかり,自信を持って話すことができたよう

である。

また,発表や話すことが「得意」と見られている子

どもの中にも元気の良さや話し方(音声化レベル)が

評価されているだけの場合もあり,授業の感想の中に

は「話すことはうまい方だと思っていたが,自分の話

はアドリブが多く論理的でないことがよくわかった」

「一人一人の話は個性的で迫力があり,自信を持って

いる自分の話はどうかと焦りを感じた」等という意見

もあった。

本実践では,正確な受信を前提にした音性的な発信

型の学習システムの中で,「段階的な学習過程(5段階)」

により「発信型の基礎基本と個性化の方法」を無理な

く身につけさせることができたと思われる。

また,「情報リテラシー」の発想から明確になる

「発信型の基礎基本と個性化」の評価の観点を「評価

カード」に示したことにより,お互いの音l生かどの部

分に表れているかを楽しく発見させることができたと

考えられる。

一人一人の個性は気のきいた一言や話し方にのみ表

れるのではなく,どんな具体例を選び,それらをどの

ように詳しく語り結論付けるかという「情報」の選

択・判断にこそ表れる(情報リテラシーとコミュニケ

ーション能力の大切さ・国語科学習の意味)というこ

とを明確に実感させることができたようである。

6 おわりに

現代の子ども達に求められる新しい言語能力育成の

ために,「基礎基本の定着」「個性の伸長」とともに多

様な教材開発や授業のアイディア等の実践的提案が行

われている。メディア・リテラシーやジェンダー教育,

プレゼンテーション能力や研究レポートの作成,古典

学習の方法論等である。

こうした提案を具体的に生かせるような「段階的な
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学習ステップ(学習過程論)=学び方を身につけさせ

る戦略の枠組み」の原理を構想し,焦点化した授業や

構造的なカリキュラムを作っていくことが今日的な意

味での「生きる力」育成につながると思われる。

これは「絶対評価」の導入による評価観=授業観の

転換という緊急の,実践的な課題について考える時に

も不可欠の視点である。本稿でのささやかな実践的提

案は「絶対評価」に対応した授業を創る時にも生きる

ものとして構想したものである。

様々な「教材」を「情報理解・発信の1モデル」と

いう「学び方」習得の概念からとらえ,「情報リテラ

シー」「国語科の発信型のリテラシー」として位置づ

け開発することにより,現代の子ども達に必要な「生

きる力」,すなわち論理的で個性的な思考力や判断力,

その評価能力(情報リテラシーとコミュニケーション

能力)を育てていくことが必要である。
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